








49

８－８．日常業務 伝票検索

日常業務メニュー

伝票検索メニューから、条件を設定して、検索ボタンを押すと、条件に合致する伝票が

表示されます。
条件を設定して、検索ボタンをクリックします。

条件は必要な部分だけの設定で構いませんが、
対象範囲が広くなると検索に時間がかかります。
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８－９．日常業務 出納帳（現金・預金）

日常業務メニュー

現金出納帳・預金出納帳のメニューから、科目、対象年月などを選択して、

表示を押すと、現金出納帳、預金出納帳の画面が表示されます。

ＰＤＦ出力ボタンをクリックすると、下の画面となり、印刷・保存することができます。

PDF出力ボタ
ンをクリック
すると、下の
画面になり、
帳票として印
刷・保存がで
きます。

条件を設定し、表示ボタンをクリッ
クすると、対象の出納帳が表示され
ます。
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８－１０．日常業務 不明勘定一覧

日常業務メニュー

伝票入力時に勘定科目が分からない場合、科目コード「997不明勘定」として、一時的に

入力することができます。勘定科目が分かった時点で、修正する必要がありますので、

不明勘定一覧のメニューがあります。不明勘定一覧から、表示を押すと、不明勘定で

登録されている取引が表示されます。○で示した□をクリックすると、伝票修正画面と

なりますので、勘定科目が分かった時点で修正できます。

変更モードで表示されますので、不明勘定科
目を、修正して登録してください。

必要に応じて、
摘要も修正し
てください。
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８－１１．日常業務 総勘定元帳

日常業務メニュー

総勘定元帳のメニューから、勘定科目などを選択して、表示を押すと、総勘定元帳の

画面が表示されます。ＰＤＦ出力ボタンをクリックすると、下の画面となり、

印刷・保存することができます。

PDF出力ボタ
ンをクリック
すると、下の
画面になり、
帳票として印
刷・保存がで
きます。

条件を設定し、表示ボタンをクリックすると、
対象の総勘定元帳が表示されます。
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８－１２．日常業務 補助元帳

日常業務メニュー

補助元帳のメニューから、勘定科目、補助科目などを選択して、表示を押すと、

補助元帳の画面が表示されます。ＰＤＦ出力ボタンをクリックすると、下の画面となり、

印刷・保存することができます。

PDF出力ボタ
ンをクリック
すると、下の
画面になり、
帳票として印
刷・保存がで
きます。

条件を設定し、表示ボタンをクリックす
ると、対象の補助元帳が表示されます。
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８－１３．日常業務 合計残高試算表(ＢＳ/ＰＬ)

日常業務メニュー

合計残高試算表のメニューから、年度、期間などを選択して、表示を押すと、

貸借対照表、損益計算書の画面が表示されます。ＰＤＦ出力ボタンをクリックすると、

下の画面となり、印刷・保存することができます。
条件を設定し、
表示ボタンを
クリックする
と、対象の合
計残高試算表
が表示されま
す。

PDF出力ボタ
ンをクリック
すると、下の
画面になり、
帳票として印
刷・保存がで
きます。
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９．固定資産

ネットｄｅ会計では、固定資産を管理し青色申告決算書に減価償却状況を出力します。

◆ネットｄｅ会計の固定資産管理でできること

①固定資産の取得・除売却の情報を登録できます。

②当年度における各固定資産の減価償却状況を表示・出力できます。

③減価償却情報を青色申告決算書の該当欄に自動的に出力できます。

④固定資産の当年度増減一覧を表示・出力できます。

固定資産メニューから、固定資産台帳をクリックします。

固定資産メニュー

青色申告決算書の３ページへ、固定資産

台帳に登録した固定資産の減価償却状況が

自動出力されます。

固定資産台帳の各資産のチェッ
クボックスまたは、固定資産取
得のボタンをクリックすると、
各固定資産の詳細を入力または、
修正できる画面が表示されます。

固定資産台帳では、固定資産の取得価額、

簿価、当年度の減価償却状況等が一覧表示

されます。
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決算業務の流れ

（１）決算整理仕訳入力

① 期末整理表の出力 _________________________________ 期末整理表

② 決算整理仕訳の入力 決算整理仕訳入力

（２）決算書の作成及び出力

●個人事業主の場合

① 青色申告決算書の作成に必要なデータの入力 青色申告書作成準備処理

② 青色申告書の印刷（事業所より指定） 青色申告決算書作成

●法人の場合

① 決算書の表示設定___________________________________決算書表示設定

② 当期利益処分案・当期損失処理案の入力、

他必要なデータ入力

③ 決算報告書の出力

・貸借対照表の印刷 _________決算報告書（法人）

・損益計算書の印刷

・製造原価報告書の印刷

・販売費・一般管理費内訳表

・利益処分計算書の印刷

（３）年次繰越処理

① １年間の伝票を集計し、翌期へ資産勘定の繰越しを行う __年次繰越処理

② 同時に次の処理が行われます。

・法人の時、「当期未処分利益」が、翌期の「前期繰越利益」に繰越されます。

・個人の時、「事業主借」「事業主貸」「控除前所得」が、翌期の「元入金」に

繰越されます。

※システムの会計年度が翌年度となり、これ以降は前年度分の伝票が

修正不可能となります。（＝本更新の場合）

※年次繰越処理の「仮更新」では、期末残高の翌年度期首への繰越のみ実行されます。

会計年度は元の年度のままですので、元の年度の仕訳編集も可能です。

（翌年度の仕訳入力も可能）

10－１．決算業務 メニュー

決算業務メニュー
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10－２．決算業務 決算整理仕訳入力
決算書作成

期末整理表で全勘定科目の残高を確認します。 必要な決算整理仕訳を登録します。

（ 個 人 事 業 主 ）
青色申告決算書準
備処理に進みます。

画面の指示に従い、準備処
理を進めてください。

青色申告決算書 出力 決算報告書 出力

（法人）
決算書表示設定に
進みます。

決算業務メニュー
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10－３． 青色申告書の作成の流れ

青色申告書を作成する為に、準備処理として事業主情報等を登録する必要が有ります。

・準備処理は下記の流れで行います。

・★印が付いている入力欄は必須項目なので、入力しないと登録が行えません。

・各情報の登録が終了した後は、登録ボタンをクリックして下さい。

事業主情報

勘定科目設定

専従者給与の内訳

決算書作成

特別控除額の計算

利子割引等の内訳

貸倒引当金

繰入額の計算

給料賃金の内訳

・青色申告決算書１枚目の事業主情報の欄に反映されます。

事業所登録に登録した内容が入力されていますので、

必要に応じて変更して下さい。

・青色申告決算書に記載する勘定科目に、対応する科目を設定します。

（期中に勘定科目の追加を行っている場合は必ずここで設定を行って下さい。）

・貸倒引当金繰入額の計算に記載される情報の入力欄です。

・本年分繰入限度額と本年分繰入額は自動計算されます。

・最下行に貸倒引当金繰入額の決算額が表示されているので、

それに一致するように入力する必要が有ります。

・従業員の氏名、従事月数、年齢、給料賃金、賞与、源泉徴収額を

入力します。

・専従者の氏名、従事月数、年齢、続柄、給料賃金、賞与、源泉徴収額を

入力します。

・青色申告決算書３枚目の「利子割引料の内訳」「地代家賃の内訳」

「税理士・弁護士等の報酬・料金の内訳」に記載する情報を

入力します。

・青色申告決算書２枚目の「青色申告特別控除額の計算」に

記載する情報を入力します。必要に応じて入力を行って下さい。

・Ａ４白紙、Ａ３専用紙のどちらかを選択します。1～４ページのうち

印刷が不要なページがある場合はチェックを外して下さい。

決算業務メニュー
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10－４． 消費税申告書の作成

◆消費税申告書を作成する為に、「消費税申告書作成処理」という作業を行う必要があります。

・「決算業務」メニューの「消費税申告書」をクリックしたら続けて以下の操作をしてください。

②課税期間と申告種類を選択したら

「消費税申告書作成処理」をクリックしてください。

①課税期間と申告種類を選択してください。

●作成処理は下記の流れで行います。

納税情報

金融機関情報

申告書印刷

付表

申告者情報

・消費税申告書作成処理（納税情報）画面では、納税地の情報、

事業所の情報、税理士の情報を登録します。

必要に応じて変更して下さい。

・消費税申告書作成処理（金融機関）画面では、消費税の還付が

行われる場合の還付を受け取る銀行、郵便局について入力します。

・消費税申告書作成処理（付表）画面では、付表に出力する金額を

入力します。

（原則課税の場合） 全項目入力可能です。

（簡易課税の場合） 貸倒回収に掛かる消費税額のみ入力可能です。

・消費税申告書作成処理（申告書情報）では、申告書に出力する金額、

付記事項などを入力します。

・「参考事項」で「積上処理」か「総額処理」か選択する事が出来ます。

・消費税申告書と付表をＰＤＦ出力します。

・カラープリンタに対応しています。

決算業務メニュー
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10－５． 所得税申告書の作成

◆所得税申告書を作成する為に、「所得税申告書作成処理」という作業を行う必要が有ります。

・「決算業務」メニューの「所得税申告書作成処理」をクリックしたら以下の操作をしてください。

収入・所得

損益通算

雑損控除等

・営業等、農業、不動産、利子、配当、給与、雑の７種類の所得を
登録することができます。

・利子、配当、給与、雑は自動計算され、所得金額を表示します。

・画面上の７種類の所得金額を計算して、経常所得を求めます。

・登録ボタンをクリック後、損益通算画面で計算される損益通算画面で
計算される損益通算、及び雑損控除等画面で行われる控除額の計算が
行われます。

・譲渡、一時、山林、退職の４種類の所得を登録することができます。

・山林、退職は損益通算用に設定します。分離課税用の第三表は出力さ
れません。

・画面上では、譲渡所得と一時所得の通算が行われます。

・登録ボタンをクリック後、収入・所得画面で計算した経常所得を含め
た損益通算、及び雑損控除等画面で行われる控除額の計算が行われます。

・雑損控除、医療費控除、寄付金控除の３種類の控除額を登録すること
ができます。

・自動計算されますので、必要な金額を入力すれば控除額が表示されま
す。

②事業主の生年月日を入力したら

「所得税申告書作成処理」をクリックしてください。

①事業主の生年月日を必ず入力してください。

※雑所得の計算などに使用されます。

●作成処理は下記の流れで行います。

●第一表

決算業務メニュー
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10－５． 所得税申告書の作成

各保険控除

税金の計算等

配偶者扶養控除

・社会保険控除、小規模企業共済等掛金控除、生命保険料控除、損害保険料
控除の４種類の控除額を登録することができます。

・自動計算されますので、必要な金額を入力すれば控除額が表示されます。

・寡婦寡夫控除、勤労学生控除、配偶者（特別）控除、障害者控除、扶養控
除の５種類の控除額を登録することができます。

・自動計算されますので、必要な項目を入力すれば控除額が表示されます。

・控除額の計算に必要なので、生年月日は必ず設定してください。

・画面起動時に、課税される所得金額、税額、配当控除が自動計算されます。

・申告書Ｂ第一表の税金の計算、その他、延納の届出の各項目を登録するこ
とができます。

※６０ページからの続き

●第二表

所得の内訳

・第二表の「所得の内訳（源泉徴収額）」

「配当所得・雑所得（公的年金等以外）総合課税の譲渡所得・一時所得に

関する事項」に反映されます。

・第二表の「事業専従者に関する事項」、「特例適用条文等」に反映されます。

・第二表の「住民税・事業税に関する事項」に反映されます。

事業専従者

住民税・事業税

お近くの税務署へご確認のうえ、必要に応じてネットde会計でのご入力をお願いします。

「所得税申告書作成処理」での入力内容が実際の確定申告書のどの部分へ反映されるかを以下でご説明します。

決算業務メニュー
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10－５． 所得税申告書の作成

所得税印刷

金融機関情報

・「納税情報」で入力した内容は第一表の左上にある「○○税務署長/○○年○○
月○○日」の欄に反映されます。

・「事業所」で入力した内容は第一表の上部の事業主情報の欄と、第二表の左上
の事業主情報の欄へ反映されます。

・「依頼税理士」で入力した内容は第二表右下の税理士情報の欄へ反映されます。

・「金融機関情報」で入力した内容は第一表の「還付される税金の受取場所」に
反映されます。

①出力対象の会計年度を

選択してください。

②出力したい帳票を

選択してください。

③希望の「種類」にチェックを入れると

第一表の「種類欄」に○が付きます。

※「種類欄」は第一表の「事業主欄」と

「金額欄」の間にあります。

【所得税申告書の機能概要】

・出力するＰＤＦは、所得税申告書Ｂ第一表、所得税申告書Ｂ第二表、損益の通算の計算書になります。

・収入金額、所得金額を登録した後、損益通算処理、控除額（雑損、医療費、寄付金）の再計算を行います。

・各年度の初期起動時、青色申告決算書から収入と所得を取得し、

営業等の収入金額と所得金額に設定します。

納税情報等

④「所得税申告書印刷」を押せば

ＰＤＦが出力されます。

決算業務メニュー
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10－６．決算業務 月次・決算４票

月次・決算４票画面からは、貸借対照表、損益計算書、科目別内訳書、

月別損益推移一覧表が、月次及び決算月を指定して出力できます。

（例）月別損益推移一覧表 ※３月で指定した場合

年度、月を指定して、PDF
出力をクリックすると、帳
票として、印刷、保存がで
きます。

決算業務メニュー
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10－７．決算業務 経営分析資料

経営分析資料メニューでは、経営計数分析表、比較貸借対照表、比較損益計算書、

月別売上実績表、経営分析レーダーチャート、損益分岐図表を出力できます。

（例）経営計数分析表

年度、月を指定して、PDF
出力をクリックすると、帳
票として、印刷、保存がで
きます。

決算業務メニュー
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10－８．決算業務 年次繰越処理

年次繰越処理は、 １年間の伝票を集計し、翌期へ資産勘定の繰越しを行う処理で、

下記のふたつがあります。

☆年次繰越処理には２種類あります。

①仮更新

・期末残高を翌期首残高に繰り越します。会計年度自体は更新されませんので、

現会計年度の仕訳の修正も行えます。

・仮更新は何度でも行えます。（元の年度の仕訳修正により期末残高が変わった

とき、再度仮更新を行えば翌期首残高も修正出来ます。）

②本更新

・期末残高を翌期首残高に繰り越します。

・会計年度が更新されます。前年度の仕訳データは修正出来なくなります。

☆残高の繰越を行うと

○個人:｢元入金｣＋｢控除前所得｣＋｢事業主借｣－｢事業主貸｣ ⇒ 翌期｢元入金｣

※ ｢譲渡益｣、｢譲渡損｣等は元入金に加減算されません。期末に残高がある場合

決算整理仕訳で｢事業主借｣、｢事業主貸｣等に振替えておいて下さい。

○法人:｢繰越利益金｣＋｢繰越利益剰余金｣ ⇒ 翌期｢繰越利益金｣

決算業務メニュー
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1１－5．建設業の伝票入力・残高の確認

◆工事登録で「完成」の登録をした工事に関しては、合計残高試算表で完成工事原価報告書を

出力することが出来ます。

「部署・工事番号」欄に出力したい工事番号を入力すると出力出来ますが、

表示・出力されるのは損益計算書と完成工事原価報告書のみとなります。

（指定した工事に関する損益と工事原価のみを表示する為）

※工事登録で「未成」の工事に関しては、完成工事原価報告書を出力することは出来ません。

建設業

工事番号を入力してから

画面を表示して下さい。


